
特
養
ホ
ー
ム
が
２
年
後
開
設

…
10
年
ぶ
り

つ
い
に
品
川
区
で
特
養
ホ
ー
ム
が
増

設
さ
れ
ま
す
。
２
年
後
八
潮
地
域
に
開

設
。
品
川
区
内
で
８
ヶ
所
目
、
な
ん
と

10
年
ぶ
り
の
増
設
で
す
。
そ
の
内
容
が

５
月
の
厚
生
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
（
左
表
参
照
）
。
合
計
１
１
８
ベ
ッ

ド
の
、
荏
原
特
養
ホ
ー
ム
に
続
く
大
き

な
施
設
で
す
。

品
川
区
が
「
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
は

完
了
し
た
。
も
う
つ
く
ら
な
い
」
「
必

要
な
人
は
入
れ
て
い
る
」
と
言
い
続
け

た
方
針
を
切
り
替
え
さ
せ
た
力
は
、
９

回
に
わ
た
る
請
願
運
動
と
、
共
産
党
の

議
会
論
戦
で
す
。

私
・
鈴
木
ひ
ろ
子
は
、

①
高
齢
者
人
口
に
対
す
る
特
養
ホ
ー
ム

の
ベ
ッ
ド
の
数
が
23
区
で
22
番
目
と
最

低
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
、

②
申
し
込
み
５
０
０
名
の
中
で
入
れ
る

の
は
13
％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、

③
「
要
介
護
５
の
方
が
88
歳
で
も
入
れ

な
い
」
「
老
健
施
設
を
転
々
と
し
な
が

ら
８
年
間
申
し
込
み
続
け
て
も
は
い
れ

な
い
」
な
ど
区
民
の
実
態
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。

品
川
区
長
期
基
本
計
画
に

「
特
養
ホ
ー
ム
整
備
」
を
明
記

今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
、
２
０
０

９
～
２
０
１
８
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

長
期
基
本
計
画
に
「
中
・
重
度
者
を
中

心
に
生
活
面
で
も
厳
し
さ
の
あ
る
区
民

も
入
所
で
き
る
よ
う
特
養
ホ
ー
ム
を
整
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２
０
１
１
年
度
初
め
に
開
設
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
策
定
さ
れ
た
向

こ
う
10
年
間
の
品
川
区
長
期
基
本
計
画
に
「
特
養
ホ
ー
ム
整
備
」
が
明
記
さ

れ
、
八
潮
に
続
く
特
養
ホ
ー
ム
増
設
に
道
が
開
け
ま
し
た
。

このニュースについてのご意

見、ご要望をお寄せください。

八潮の特別養護老人ホームって？

どこに？：八潮地域－八潮南中学校校舎を改築

広さは？：延べ床面積 6,989㎡（鉄筋コンクリート

造４階建）

施設の中身は？：区立の特養ホームとなります。

①特別養護老人ホーム定員80人（従来型個室）

②ショートステイ定員20人

③認知症高齢者グループホーム定員１８人

今後の予定は？：2009年度 実施設計、工事着工

2010年度 工事竣工

2011年度 開設

予算は？：総事業費8億825万円、工事費7億4000万円

５
月
11
日
の
厚
生
委
員
会
に
八
潮
地
域
の
特
別
養
護
特
養
ホ
ー
ム
建
設
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。



備
し
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
１
～
２
０
１
０
年
の
長
期

計
画
に
は
特
養
ホ
ー
ム
の
文
字
さ
え

な
か
っ
た
こ
と
、
都
政
で
は
、
用
地

費
補
助
の
廃
止
、
運
営
費
助
成
の
大

幅
カ
ッ
ト
が
進
む
た
だ
な
か
で
、
特

養
ホ
ー
ム
増
設
に
方
針
を
切
り
替
え

さ
せ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
者
５
０
０
名
が
全
員
は
入
れ

る
た
め
の
特
養
ホ
ー
ム
増
設
に
こ
れ

か
ら
も
み

な
さ
ん
と

力
を
あ
わ

せ
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

こんなに

６月18日(木)
午後６：３０～

鈴木ひろ子事務所
中延2-11-7

℡3783－8833
弁護士さんが対応します。

西中延２丁目 私道とＬ形側溝がきれいに

「私道の排水が悪く、雨水が家の下に流れ

込んでいる。改善できないか」との相談を受

け、私・鈴木は品川区に相談。区から「全額

助成の条件を満たしているので沿道の土地所

有者と住民の承諾を取るように」と回答があ

りました。

居住していない方もあり、承諾を取るのに

時間がかかりました。さらに区に申請書を出

してからも予算の関係とのことで１年以上も

かかりましたが、Ｌ形側溝も含め、きれいに

整備されました。

区の助成制度はどんな内容？

品川区は区民の生活環境向上のため、私道舗装

や下水管新設工事等の工事費助成を行っています。

<全額助成>

●幅員が２･５ｍ以上で、公道から公道（または

２・５ｍ以上の私道から２・５ｍ以上の私道）に

通り抜けできる私道

<10％を地元が負担>

●幅員が１･５ｍ以上で、２戸以上の利用がある

行き止まりの私道

●幅員が１･２ｍ以上２･５ｍ未満の通り抜けので

きる私道

①アスファルト舗装

②Ｌ形側溝の改修

③階段の簡易な補修

④汚水枡、人孔等の上部改修および導水管等の割

れ補修

⑤手すりの補修および新設

⑥下水道の新設

⑦交通安全施設の設置（カーブミラー、路面表示

等）

申請には、土地所有者または沿道住民の方の中

から代表者を決め、沿道の土地所有者および沿道

住民など全員の承諾が必要です。

品川区の私道整備助成制度

対象と助成率

工事の内容


